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多文化共生型の減災社会づくり

特定非営利活動法人 えひめグローバルネットワーク

「NGO等提案型プログラム」



活 動 概 要

【目 的】
〇自助・共助を推進できる人材育成
〇四国の災害特性と減災対策の把握
〇地方自治体・民間企業・地元ＮＧＯ・教育機関などが
平時から減災・多文化共生ネットワークを形成

〇在住外国人向けの防災・減災教育プログラムづくり

【活動内容】
〇専門家を招き、国内外の防災や災害支援の方法を学ぶ。
〇在住外国人が多く、住民参加型・防災対策を推進している
四国4県の自治体と連携し研修・ワークショップを行う。

〇多文化共生型の減災社会づくりネットワークを構築する。
〇教材開発を行う。



四国4県の実施状況と予定

②徳島県海陽町
2022年1月22日 第1回研修

6月18日 第2回視察意見交換会
7月以降 第3回WS予定

・在住外国人190人 (ベトナム80人中国39
人の順で多い) 人口の約2.15％が外国人。
温暖多雨の海洋性気候で台風による風水害
が多い。南海トラフを震源とする地震によ
る津波被害に注意が必要

①愛媛県西条市
2021年8月8日 第1回研修

9月18日 第2回意見交換会
2022年8月以降 第3回WS予定

・在住外国人1,535人（中国632人
ベトナム395人の順で多い)人口の約
1.41%が外国人。H16年台風21号で甚大な
被害を受ける。南海トラフ地震時の津波
にも注意が必要

③香川県丸亀市
2022年度 実施予定

・在住外国人2,099人(中国705人フィ
リピン419人の順で多い)人口の約
1.92%が外国人。台風の襲来は少ない
が、地震が起きた際に、津波、土砂
災害、ため池の決壊に注意が必要

④高知県黒潮町
2022年12月 第1回研修

第2回意見交換会
2023年1月 第3回WS予定

・在住外国人143人（インドネシア
92人中国15人の順で多い) 人口の
1.34%が外国人。降水量が非常に多
く台風時の風水害が懸念。H27年9月
発生豪雨で24時間に約400mmを観測



研修実施報告（愛媛開催）

【日時】8月8日オンライン(31名）
9月18日オンライン(35名）

【講師】さんすい防災研究所
ピースウィンズ・ジャパン
CLAIR地域国際化推進アドバイザー
西条市国際交流協会

基調講演
（1：良くなかった～5：大変良かった）

【気づき・感想】
・平時からの地域防災減災・多文化共生
・ネットワークの重要性 、多様な主体連携
・活動を繋ぎ力を発揮できる仕組みづくり
・災害の教訓を生かし続けること
・在住外国人配慮不十分
・外国人は災害弱者ではなく情報弱者
・技能実習生との信頼が必要
・やさしい日本語での説明



研修実施報告（徳島開催）

【日時】1月22日オンライン(33名)
6月18日現地、一部オンライン(36名)

【講師】さんすい防災研究所
ユーディーコンサルティング（株）
・サイボウズ
CODE海外災害援助市民センター

【共催】徳島県国際交流協会（TOPIA）

海陽町

【気づき・感想】
・災害特性による避難の考え方が違う
・ICTの活用可能性
・世界各国の災害時の知恵からの学び
・地域コミュニティの取り組みの大切さ
・外国の人との食事や文化交流と減災の組み
合わせ（楽しく交流しながらお互い学ぶ）

・避難タワーに初めて登った。存在を知った。 視察研修
（1：良くなかった～5：大変良かった）



今後のスケジュール（2022年7月以降）

【研修】＠場所 内 容

【第3回WS】

＠愛媛県西条市

ベトナム人技能実習生対象ワークショップ
①マイマップの作成
②災害情報収集方法
③避難先個人カード作成
④平時からの取り組み体験

教材化に向けた意見交換とふりかえり

【第3回WS】

＠徳島県海陽町

高校生との協働による
ベトナム人技能実習生対象ワークショップ
①多文化共生を伝える
②避難行動について
③避難所での避難グッズ組み立て体験

在住外国人とともに学び、実践可能な防災・減災教育推進

に役立つワークショップ企画・実践

2022年8月以降 香川県丸亀市、高知県黒潮町で同様の研修開催予定



ご清聴ありがとうございました。

特定非営利活動法人
えひめグローバルネットワーク
問合せ先： wakuwaku@egn.or.jp


